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最近、若手の育て方について 
考えることが多い。 

取締役事業統括部⾧ 上田

 

私はバブル世代ではない。が、しかし正直、
若いころは十把一絡げだった。同じ教え方で
も、それぞれが何とか自分なりに適応していく
時代だったし、上司は「背中を見て学べ」が当
たり前だった。 
一方、今の若者が育ってきた環境は、まったく
違う。ゲームや SNS、学校やアルバイトも、 

「今の自分の状態」がリアルタイムで分かる
ように設計されている。ゲームで言えば、HP や
経験値が表示されている世界。今が順調なの
か、危険なのか、次に何をすればいいのかが分
かる。 

そんな環境で育った世代が、職場で 
 
・何が正解か分からない 
・どこまでできていれば OK か分からない 
・聞こうとするとみんな忙しそう 

 
という状況に置かれたら、不安になるのは
自然だと思う。 
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だからといって、手取り足取り教えればいい

わけじゃないし、「教えないこと」と「主体性を
育てること」もイコールじゃない。(←このバラ
ンス難しい) 

 
主体性は、放置ではなく、判断できる材料と、
節目のフィードバックがあって育つ 

 
ふと思う。今、若者を直接育てているのは、

バブル世代が育てた“次の世代”なのではない
か。教えてもらえず、我慢することで乗り切って
きた経験が、無意識のうちに「育て方」として 
再生産されているのかもしれない。誰かが悪い

わけじゃない。それぞれの世代が、その時代を
生き抜くために身につけたやり方があるだけ。
だからこそ、今必要なのは若者を叱ることで
も、自分たちを責めることでもなく、世代と世
代をつなぐ“橋渡し”になることなのだと思う。 
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昔のやり方を否定せず、今の前提に翻訳し直

す。それができる大人が、これからの職場には
求められている気がしている。 

 
強くするために突き落とす、そんな育て方が

美談だった時代も確かにあった。でも今は、少
なくともそんな連獅子の世界に戻らないように
したい。自戒を込めて。 



 



 



 



 



 



 


